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『「いき」の構造』の自筆原稿

京都山科の旧邸宅から移設した道標と日時計



だいがくのたから

九
鬼
周
造
文
庫

　

日
本
独
自
の
美
意
識
「
い
き
」
と
は
何
か
を
説
き
、
西
洋
哲
学
を
深
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
理
解
す
る
稀

有
な
哲
学
者
と
評
さ
れ
る
九
鬼
周
造
（
１
８
８
８
〜
１
９
４
１
年
）
の
蔵
書
を
、「
九
鬼
周
造
文
庫
」
と
し

て
本
学
図
書
館
が
保
存
し
て
い
る
。

　

九
鬼
は
、
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
、
33
歳
の
と
き
、
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
を
退
学
し
、
８
年
に
わ
た

る
西
欧
留
学
の
途
に
つ
き
、
そ
こ
で
身
を
も
っ
て
西
洋
文
明
を
深
く
体
験
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
特
に
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
に
高
く
評
価
さ
れ
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
も
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
パ
リ
の
哲
学
界
で
は
新
進
の
俊

才
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
サ
ル
ト
ル
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

　

九
鬼
の
蔵
書
が
本
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
第
一
高
等
学
校
の
学
友
で
あ
っ
た
九
鬼
と
天
野
貞
祐

（
旧
制
甲
南
高
等
学
校
第
七
代
校
長
、
元
文
相
）
と
の
深
い
親
交
に
あ
る
。
京
都
帝
国
大
学
教
授
で
あ
っ
た

九
鬼
は
53
歳
に
し
て
病
没
し
た
が
、
そ
の
蔵
書
は
、
同
じ
く
京
都
帝
大
教
授
で
あ
っ
た
天
野
に
託
さ
れ
る
。

後
年
編
集
さ
れ
た
「
九
鬼
周
造
文
庫
目
録
（
１
９
７
６
年
）」
序
文
に
お
い
て
、
天
野
は
「
京
大
教
授
の
退

職
と
と
も
に
旧
制
甲
南
高
等
学
校
長
を
拝
命
し
、（
中
略
）
こ
れ
を
機
縁
に
親
友
の
蔵
書
を
甲
南
高
等
学
校

へ
寄
託
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
経
緯
に
つ
い
て
記
し
、「
多
年
在
留
を
続
け
た
独
仏
の
地
に
お
い
て
一
々

吟
味
し
丹
念
に
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
圧
倒
的
な
蔵
書
数
と
質
の
高
い
多
様
性
を
讃
え
て
い
る
。

　

本
学
が
所
蔵
し
て
い
る
資
料
は
、
書
籍
が
約
７
５
０
０
点
、
ノ
ー
ト
や
原
稿
な
ど
が
約
５
５
０
点
に
の
ぼ

る
。
そ
の
中
に
は
、
九
鬼
が
サ
ル
ト
ル
に
ド
イ
ツ
哲
学
を
講
じ
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
メ
モ
も
あ
る
。
現
在

は
、
資
料
の
中
か
ら
約
３
５
０
点
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
公
開
し
て
お
り
、
代
表
的
な
著
作
『「
い

き
」
の
構
造
』
の
自
筆
原
稿
か
ら
は
、
推
敲
が
重
ね
ら
れ
文
章
を
練
る
過
程
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
『
偶
然
性
の
問
題
』
な
ど
の
著
作
原
稿
や
、
第
一
高
等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
在
学
時
の
ノ
ー
ト
な
ど

も
公
開
し
た
。
な
か
に
は
、
少
年
時
代
に
植
物
学
者
を
目
指
し
て
い
た
九
鬼
が
、
留
学
中
に
収
集
し
た
植
物

標
本
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
、
京
都
山
科
の
旧
邸
宅
に
あ
っ
た
道
標･

日
時
計
は
本
学
図
書
館
前
の
緑
園
の
中

に
あ
っ
て
、
文
化
の
静
謐
さ
を
今
も
醸
し
出
し
て
い
る
。

●
甲
南
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　

http://archive.konan-u.ac.jp/infolib/m
eta_pub/G
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て以来、正門として使用されている。学習院の名称
は、1849（嘉永2）年に孝明天皇から「 習院」の勅
額が下賜されたことに遡る。キャンパス内の多くの
建物が消滅、あるいは移築によって姿を変えている
中で、正門は当時のままの形状を残している。左側
にある「學習院大學」の門標は、卒業生の寄贈によ
り設置された。揮

き
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学
習
院
大
学
は
、
文
部
科
学
省
の
「
私
立
大
学
研
究
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
テ
ー

マ
は
、「
超
高
齢
化
社
会
へ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

―
文

理
連
携
型
〈
生
命
社
会
学
〉
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
す
。

超
高
齢
化
社
会
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
べ

き
か
。
自
然
科
学
系
＋
社
会
科
学
系
＋
人
文
科
学
系
の
中

規
模
〈
総
合
〉
大
学
で
、
オ
ー
ル・

イ
ン・

ワ
ン
〈
キ
ャ

ン
パ
ス
〉
の
学
習
院
大
学
が
学
際
的
な
研
究
の
立
場
か
ら

こ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
習
院
大
学
は
、
社
会
に

貢
献
す
る
研
究
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
に
貢
献
す
る
研
究
力

井
上 

寿
一
●
学
習
院
大
学
長
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は
じ
め
に

　

本
学
は
２
０
１
７
年
が
創
立
１
２
６
周
年
目
で
あ
る
。
１

８
９
１
年
に
、
徳
川
育
英
会
育
英
黌
の
農
業
科
と
し
て
現
在

の
Ｊ
Ｒ
総
武
線
飯
田
橋
駅
付
近
で
産
声
を
上
げ
た
。
東
京
メ

ト
ロ
飯
田
橋
駅
Ａ
４
番
出
口
前
に
「
東
京
農
業
大
学
開
校
の

地
」
と
い
う
碑
が
あ
る
。
入
学
は
18
名
の
小
さ
な
学
校
で
あ
っ

た
が
、
今
で
は
東
京
の
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、
神

奈
川
県
厚
木
と
北

海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

擁
し
、
学
生
１
万

３
０
０
０
人
、
卒

業
生
は
17
万
人
を

数
え
る
。

　

２
０
１
６
年
の
創
立
１
２
５
周
年
式
典
に
は
秋
篠
宮
文
仁

親
王
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
お
祝
い
の
お
言
葉
を
頂
戴
す

る
栄
に
浴
し
た
。
殿
下
に
は
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
ご
臨
席

を
賜
り
、
参
加
者
と
親
し
く
ご
歓
談
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ

う
な
発
展
ぶ
り
に
、
創
設
者
の
榎
本
武
揚
公
は
さ
ぞ
驚
い
て

い
る
と
思
う
。

１　
創
設
者
榎
本
武
揚
と
東
京
農
業
大
学

　

さ
て
、
創
設
者
の
榎
本
武
揚
公
で
あ
る
が
、
多
く
の
方
に

は
函
館
戦
争
の
敗
軍
の
将
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
う
。
敵
将
で
あ
っ
た
黒
田
清
隆
が
頭
を
丸
め
、
西
郷
隆
盛

に
助
命
嘆
願
し
た
話
は
有
名
だ
。
榎
本
公
は
、
幕
府
の
命
に

よ
る
オ
ラ
ン
ダ
留
学
に
お
い
て
、
蒸
気
機
関
学
、
航
海
術
の

ほ
か
、
化
学
、
鉱
物
学
、
冶
金
学
さ
ら
に
国
際
法
を
学
び
、

当
時
の
日
本
人
が
想
像
も
し
な
か
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際

髙
野 

克
己
●
東
京
農
業
大
学
長

不
変
と
進
化
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社
会
の
姿
を
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

欧
米
列
強
が
ひ
し
め
く
不
安
定
な
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、

わ
が
国
の
独
立
と
発
展
の
た
め
、
ロ
シ
ア
と
千
島
樺
太
交
換

条
約
を
締
結
（
１
８
７
５
年
）
す
る
ほ
か
、
逓
信
、
文
部
、

外
務
、
農
商
務
省
大
臣
の
重
責
を
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
榎
本
公
は
経
験
に
よ
り
得
た
知
識
や
見
識
に
よ
り
、
当

時
は
誰
も
試
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
石
け
ん
や
焼
酎
の
製
法

な
ど
を
研
究
し
て
製
造
す
る
こ
と
や
、
温
泉
の
地
熱
を
利
用

し
た
温
室
を
考
案
す
る
な
ど
、
武
士
、
政
治
家
、
外
交
官
で

あ
る
と
と
も
に
科
学
者
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
東
京
地
学

協
会
の
設
立
に
関
わ
り
、
工
業
化
学
会
（
現
在
の
日
本
化
学

会
）、
気
象
学
会
の
初
代
会
長
に
就
任
す
る
ほ
か
、
わ
が
国
初

の
近
代
製
鉄
所
で
あ
る
官
営
八
幡
製
鉄
所
の
建
設
を
推
し
進

め
、
ま
た
わ
が
国
で
初
め
て
の
公
害
事
件
で
あ
る
足
尾
銅
山

鉱
毒
事
件
に
つ
い
て
、
横
井
時
敬
本
学
初
代
学
長
と
共
に
そ

の
問
題
の
解
決
に
尽
力
し
た
。

　

榎
本
公
は
、
自
ら
考
え
科
学
的
に
実
証
す
る
と
い
う
「
実

学
」
を
重
ん
じ
、
目
指
す
先
に
「
日
本
の
物
質
的
利
益
の
増

進
」
を
常
に
考
え
、
将
来
の
産
業
発
展
に
先
進
的
科
学
技
術
、

特
に
「
農
業
」
の
発
展
が
近
代
国
家
の
建
設
に
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
本
学
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。

２　
経
営
危
機
を
救
っ
た
横
井
時
敬
初
代
学
長

　

し
か
し
、
学
校
経
営
は
困
難
を
極
め
た
た
め
、
１
８
９
３

年
に
は
徳
川
育
英
会
か
ら
独
立
し
、
私
立
東
京
農
学
校
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
大
日
本
農
会
の
支
援
を
受
け
、
大
日
本
農
会

附
属
私
立
東
京
農
学
校
、
大
日
本
農
会
附
属
東
京
高
等
農
学

校
を
経
て
、
１
９
０
３
年
の
専
門
学
校
令
に
よ
る
東
京
農
業

大
学
へ
改
組
し
、
１
９
２
５
年
に
大
学
令
に
よ
る
東
京
農
業

大
学
と
な
っ
た
。

　

榎
本
公
の
要
請
を
受
け
て
小
さ
な
農
学
校
の
経
営
危
機
を

救
い
、
い
ま
の
東
京
農
業
大
学
の
礎
を
確
固
た
る
も
の
に
し

た
の
は
、
育
英
会
の
評
議
員
で
わ
が
国
近
代
農
学
の
第
一
人

者
で
あ
っ
た
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
横
井
時
敬
先
生
で
あ
る
。

横
井
先
生
は
、
多
く
の
反
対
が
あ
る
中
、「
農
学
は
実
学
な

り
」
と
の
自
論
か
ら
、「
農
学
」
は
真
に
農
業
と
関
連
産
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
説
い
た
。

地
域
や
産
業
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
主
張
し
、
農
業
後
継
者

の
育
成
に
対
す
る
私
学
で
あ
る
本
学
の
必
要
性
を
説
き
、
東

京
高
等
農
学
校
（
本
学
）
を
附
属
機
関
と
す
る
大
日
本
農
会

を
説
得
し
た
。
こ
の
思
い
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
「
人
物

を
畑
に
還
す
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
生

11 大学時報　2017.9



は
１
９
１
１
年
か
ら
１
９
２
７
年
ま
で
、
東
京
農
業
大
学
長

と
し
て
日
本
最
初
の
私
立
農
学
校
を
大
学
に
昇
格
さ
せ
る
な

ど
、
農
業
教
育
の
発
展
に
尽
力
、
時
代
の
当
面
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
学
問
的
裏
付
け
に
基
づ
い
て
論
じ
た
。「
稲
の
こ

と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の
こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
の
言
葉
は
、

本
学
の
教
育
研
究
理
念
「
実
学
主
義
」
と
し
て
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
農
学
栄
え
て
農
業
滅
ぶ
」
の
言
葉
は
、
学

問
の
方
向
性
に
対
す
る
警
句
と
し
て
本
学
の
教
育
研
究
を
見

続
け
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
、
国
公
私
立
あ
わ
せ
て
60
の
農
学
系
大
学
が

あ
る
が
、
１
９
４
３
年
ま
で
、「
農
学
博
士
」
の
学
位
授
与
は

東
京
帝
国
大
学
、
北
海
道
帝
国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
、
九

州
帝
国
大
学
と
東
京
農
業
大
学
の
み
で
あ
り
、
本
学
は
私
立

で
唯
一
「
農
学
博
士
」
の
学
位
授
与
を
行
っ
て
い
た
。

３　
農
の
進
化

　

人
類
の
叡
智
に
よ
り
自
然
の
恵
み
を
享
受
し
、
現
代
は
高

度
に
複
雑
化
し
た
社
会
に
発
展
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
地

球
規
模
の
気
候
変
動
に
伴
う
環
境
変
化
と
自
然
災
害
の
増
加
、

人
口
増
加
に
よ
る
食
料
危
機
、
水
不
足
、
生
活
環
境
の
悪
化
、

経
済
格
差
の
拡
大
な
ど
、
地
球
と
、
そ
こ
に
生
き
る
多
様
な

生
物
や
人
類
の
生
存
を
脅
か
す
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
幅
広
い
農
学
領
域
で
あ

り
、
東
京
農
大
は
社
会
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
社
会
と
人
々

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
農
の
領
域
を
生
命・

食
料・

環
境・

健
康・

エ
ネ
ル
ギ
ー・

地
域
創
成
に
拡
大
し
、
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
が
本
学
の
使
命
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
使

命
を
果
た
す
の
は
、
未
来
を
創
る
学
生
で
あ
る
。
わ
が
東
京

農
大
の
教
職
員
は
、「
全
て
は
学
生
の
未
来
の
た
め
に
」
と
の

言
葉
を
胸
に
、「
生
命
（
い
の
ち
）」
に
か
か
わ
る
学
問
を
学

ぶ
東
京
農
大
生
に
、「
農
の
こ
こ
ろ
」
を
育
み
「
生
き
る
を
支

え
る
」
教
育
研
究
を
実
践
し
て
い
る
。

　

東
京
農
大
に
は
「
不
変
」
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
創

立
当
初
か
ら
教
育
研
究
の
理
念
と
し
て
貫
か
れ
て
き
た
「
実

学
主
義
」
で
あ
る
。
実
学
主
義
と
は
、
先
入
観
に
捉
わ
れ
た

り
観
念
論
に
陥
っ
た
り
せ
ず
、「
あ
る
が
ま
ま
を
学
ぶ
こ
と
」

で
あ
る
。
自
然
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
人
知
を
超

え
た
摂
理
が
あ
り
、
多
く
の
生
命
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
ち
、

人
間
の
命
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
初
代
学
長
横
井
時
敬
が
残

し
た
「
農
学
栄
え
て
、
農
業
滅
ぶ
」
と
い
う
警
句
も
、
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。
農
の
進
化
は
、
人
類
の
幸
せ
に
寄
与
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

122017.9　大学時報



４�　
東
京
農
業
大
学
か
ら
東
京
農
大
、�

そ
し
て
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
へ

　

東
京
農
大
で
は
、
先
に
述
べ
た
農
学
領
域
の
拡
大
を
先
取

り
し
、
１
９
８
９
年
に
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
（
網

走
市
）
を
開
設
し
、
生
物
産
業
学
部
を
設
置
。
１
９
９
８
年

に
、
農
学
部
か
ら
応
用
生
物
科
学
部
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
、
生
物
応
用
化
学
科
、
醸
造
科
学
科
、
栄
養
科
学
科
）、

地
域
環
境
科
学
部
（
森
林
総
合
科
学
科
、
生
産
環
境
工
学
科
、

造
園
科
学
科
）、
国
際
食
料
情
報
学
部
（
国
際
農
業
開
発
学

科
、
食
料
環
境
経
済
学
科
、
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）

を
分
離
し
、
さ
ら
に
農
学
部
を
神
奈
川
県
の
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
動
し
、
世
田
谷
、
厚
木
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
３

キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
と
な
っ
た
。
２
０
０
６
年
に
農
学
部
に
バ

イ
オ
セ
ラ
ピ
ー
学
科
、
生
物
産
業
学
部
に
ア
ク
ア
バ
イ
オ
学

科
、
２
０
１
４
年
に
は
応
用
生
物
科
学
部
に
食
品
安
全
健
康

学
科
を
新
設
し
た
。

　

２
０
１
７
年
４
月
に
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、
分
子

生
命
化
学
科
、
分
子
微
生
物
学
科
か
ら
な
る
生
命
科
学
部
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
環
境
科
学
部
に
地
域
創
成
科
学

科
、
国
際
食
料
情
報
学
部
に
国
際
食
農
科
学
科
を
設
置
し
た
。

さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
４
月
に
は
農
学
部
に
生
物
資
源
開
発

学
科
と
デ
ザ
イ
ン
農
学
科
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
北
海

道
の
生
物
産
業
学
部
は
、
北
方
圏
農
学
科
、
海
洋
水
産
学
科
、

食
香
粧
化
学
科
、
自
然
資
源
経
営
学
科
と
、
４
学
科
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
打
ち
出
し
た
名
称
変
更
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

東
京
農
大
は
、
１
９
８
８
年
か
ら
30
年
に
わ
た
り
、
戦
略
的

に
農
の
領
域
拡
大
と
農
の
進
化
を
進
め
る
改
組
を
行
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

東
京
農
大
の
教
育
研
究
の
場
は
、
北
は
北
海
道
の
寒
冷
地

農
場
か
ら
南
は
沖
縄
県
の
宮
古
亜
熱
帯
農
場
、
温
帯
は
神
奈

川
県
の
伊
勢
原
農
場
、
北
緯
44
度
か
ら
24
度
の
約
２
０
０
０

キ
ロ
に
及
ぶ
地
域
の
農
業
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
ま
た
、
世

界
の
農
と
連
携
を
図
る
た
め
、
海
外
35
カ
国
38
大
学
と
協
定

を
締
結
し
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
は
38
カ
国
、
３
０
０
人
に

及
ぶ
。
わ
が
大
学
は
海
外
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
あ

る
い
は
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

国
内
で
は
地
域
、
産
業
界
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
、

教
育
研
究
の
成
果
を
地
域
と
産
業
界
を
通
じ
て
展
開
す
る
こ

と
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
農
に
関
す
る
産
業
は
地
域
を

元
気
に
す
る
。
地
域
を
元
気
に
で
き
る
の
が
東
京
農
大
な
の

で
あ
る
。
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